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分　類 ・ 系統学

東南 ア ジ ア の Dttgesia属 （淡水棲 三 岐腸類）の 染

色体と分類．L 分類学的 ・核学的研究 の 現献

川 勝正治（藤女子大），沖岩四 郎，田村幸子，山吉孝

雄 （大阪公衛研）

Karyological 　 and 　 taxonDmic 　 studies 　 Qf 　 the

1）ugesia 　 species 　in　Southeast　 Asia ．1．　 Review

of 　the 　plevious 　studies

MASAH ．vaU 　KAwAKATsu ，　 IWAS 削 RO 　OK 夏，　 SA−

CHIKO 　TAMuRA ，　 TAKAO 　YAMAYOSHI

　 淡水棲三 岐腸類 は現在390 種類 （32〜35属） あ ま

りが 記 載 ・
報告 され て お り，うち Dugesia　eeは 79種

類 ほ どで ，全体 の 2 ％強に 達して い る。東南 ア ジ ア

に 分布す る本属 の 種 類 の 大部分 は
‘‘Dugesia　gon ・

−

Cephala 群
”

に 属 し，耳葉の 発達は 中等度，陰茎基

部腔 と射糖管とが隔壁 に よ っ て 分離 して い る の が 特

徴で あ る 。 既知種 は 16種類で 次 の 4 群 を 区別 で きる 。

　 1）．陰茎は 相称形，筋肉性腺器官を持つ ：D ．an ・

n α rcdalei ，　D ．iranica，　D ．　bactriana，　D ，　ituensis．

　 2）．陰茎 は 不 相称形．陰茎腔 に 隔壁を 持 つ ：D，

nOt ：aguine α na ，　 D ．　 bOTneana ，　D ．　 indicα
，
1）．　 nan −

nophallus
，
　 D ．　 andamanensis

，
　 D．　 burmaε nsis ．

　 3）．陰茎は 不 相称形，基部 に 褶 襞 が あ り，陰茎腔

に 隔壁を持つ ： P ．ん
γmanae ，　 D ．　 batuen εis，　 D ．珈・

donesiana・ D・k厂ishnaStvamyi，　D．　 tindbergi．

　 4）．陰茎 は 不 相称形，基部に 褶襞が あ る もの とな

い もの が あ り．陰茎腔 に 隔壁 を 持 つ ： D ．ノaponic α

（D ・ノaf ）onica ／aponica と D ．ノaponica 　ryukPtuen ・

sis ）．

　東南 ア ジ ア の 各地 か ら生殖個体 が 得 られ て い ない

個体群 も記録されて い る。現在 の 分類学 で は，咽頭

筋肉層を 組織学的 に 検すれば科は 確定で きる が，生

殖器官 の 形態と構造を検 しない 限 り．属 。種 の 同定

は 不能 で あ る。前記の 種類中 で 染色体数 と核型が 判

明 して い る の は 1〕．ノaponiCa （n ・＝8，2n ＝ 16， 3n
＝24 ； n ＝7，2n　1 ・　／4，　3n＝21） の 他，　 D．　iredonesi−

ana （3n＝24） と D．　lindbergi（イ ン ド人研究者 か

らの 私信 に よる）だけ で あ る 。 しか し，未同 定種 の

再生芽細胞 で 染色体分析を行えば，少な くと も属 の

確定 と．近縁種間の 系統 関 係を推定す る こ とが で ぎ

る。即 ち，染色体分析 は 分類学的 ・系統学的 に 有用

な手段 で あ る と い い 得 る 。

東南 ア ジ ア の Dagesiα 属 （淡水棲三 岐腸類） の 染

色体と分類．IL 日本産ナ ミ ウ ズム シ の染色体

田 村幸子 ，山吉孝雄．沖岩 四郎 〔大 阪 公衛研），村

山　均 （新潟県柏埼農高），川勝正治 （藤女子大）

Karyological　and 　taxonomic 　studies 　of 　the

Dugesia 　species 　ill　Southeast　Asia．　 E．Chromo ．

somes 　of 　Dugesia ／aponica 　from ∫apan

SAcHIKo 　TAMURA ，　TAKAo 　YAMAYOSHI
，
　IwA −

SHIRO 　 OKI，　 MAsAHARU 　KAwAKATsu

　　日本各地 か ら採 集した ナ ミ ウ ズ ム シ Dugesia ノα ・

ponica　iapenicaの 染色体を押 しつ ぶ し 法 で 調 べ

た。本冠名亜 種は 極東地域 に 広 く分布 し （台湾 の 山

地部．中国 の 中部，お よび疏 球 と奄美諸島を除く），

そ の 染色体数 は 2n ＝／6 を基 本 と して い る が ，産地

に よ っ て倍数性 や 異数性を示すもの が あ る。異数性

は 韓国産 （牛耳洞）の 虫に つ い て だけ知られ て い た

が ．今回 の 調査 で 日本産 の 虫に も見出され た。今回

は 柏崎市河内．岐阜市長良，京都市貴舶，神戸市須

磨．愛媛県伊予郡松前町 の 5 地 点の 無性個体を 材料

として 用 い た。

　 柏崎産は ，2 匹 が 2n と 3n の 混在個体，10匹 が

染色体数25本 （端部，も し くは 次端部動原型染色体

を 0〜 1個含む） の 個体， 1 匹 が26本 と27本 の 混 在

個体で あっ た。長良産は ， 5 匹 とも 2n と 3n の 混

在個体 で あ っ た 。 貴船産 は ． 2 匹 が 2n の 個 体，3

匹 が 2n と 3n の 混在個体， 5匹 が 25本 （端部，も

し くは 次端部動原型染色体 を O 〜 3個含む ），お よび

0 〜 4 個 の 微小な 染色体 を持 つ 個 体 で あ っ た 。 須磨

産 は ． 8 匹 が 25本お よび 0〜 1個 の 微小な染色体を

持 つ 個体，3 匹が 25本 （端部動原型染色体を 1 個含

む）と26本 （次端部動原型染色体を 2 〜3 個含む）

の 混在個体で あ っ た。愛媛松前産 は ，2 匹 と も 2n
＝16の 鰯体で あ っ た 。

　 日本産 の ナ ミ ウ ズ ム シ は ，そ の 産地 に よ っ て も，
あ る い は 同 じ場所 か ら採集 し た 虫 に お い て さえ も，
核 の ぼ らつ きが 認 め られ る 。 ナ ミ ウ ズ ム シ に は ，2
n や， 3n や ， 2n と 3n との 混在 の 虫 の 他に ．高

異 数性 （lx〕弖ysomy ） の 虫 も検出 され た 。 上 記 の 高

異数性 に つ い て は ，過剽染色体の 数と形 に ば らつ き

が み られ．同
一

個体内に お い て さ えも，種 々 の 差異

が み られ た 。
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